
この取扱説明書は、基本的なご使用方法および
扱い方について説明しております。
ご使用前によくお読み頂き、安全作業のため使用
上の注意を守って正しくお使い下さい。 

●



水平ヨコ吊クランプ
（HPC-N）

ヨコ吊クランプ

タテ吊クランプ（SVC）

タテ吊クランプ

スーパーフットロック
（SDH3）

フォークリフト用吊フック
（FLH）
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ワイヤロープの最大許容負荷重（安全荷重）も吊角度により変化します。
したがって吊角度にご注意の上、正しい径のワイヤロープを選定の上お使い下さい。

ワイヤロープの吊角度と安全荷重相関表（２点吊の場合）

★3ton用のワイヤロープの径を求めるときは、

※算出された数値は目安としてご参照ください。

★12mm径のワイヤロープの使用荷重（安全荷重）を求めるときは、

ワイヤロープの径と安全荷重の簡易算出表（１本吊の場合）

①　D=　W×C
①　D=　W×C

20mmD=　3×120=　360=19→

W= 120
12²  = 120

144 =1.2→ 1.2ton

Ｄ＝ワイヤロープの径mm
Ｗ＝安全荷重ton
Ｃ＝常数＝120

（安全率Ｓ＝6とする。）

②　W= C
D²

②　W= C
D²

ワイヤロープの吊角度と安全荷重

D W

）
る
す
対
に
本一
（

重

荷

全

安

（角度吊による、吊上げ効率の変化・％）
 安全率 
Ｓ＝6 100% 96% 86%

（mm） （ton） ワイヤロープ2本使用時の最大許容負荷重 ）not（）重荷全安（

 6  0.30  0.60  0.57  0.51
 8  0.53  1.07  1.03  0.92
 9  0.67  1.35  1.30  1.16
10  0.83  1.67  1.61  1.44
12  1.20  2.41  2.32  2.08
14  1.64  3.28  3.15  2.83
16  2.14  4.28  4.12  3.69
18  2.72  5.44  5.23  4.69
20  3.35  6.70  6.44  5.77
22  4.06  8.12  7.81  7.00
24  4.82  9.65  9.28  8.32
26  5.66 11.3 10.8  9.76
28  6.58 13.1 12.6 11.3
30  7.55 15.1 14.5 13.0
32  8.58 17.1 16.5 14.8
36 10.8 21.7 20.8 18.7
40 13.4 26.8 25.8 23.1

■ JIS G 3525 6×24　A種
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取扱説明書と点検基準

SLH-N
SLH-S

スーパーロックフック

■用　途

■特　長

■仕　様

開口部が大きく開く構造になっていますので、敷鉄板などの吊り荷の取り付け・取り外

しが容易に行えます。

敷鉄板を吊り上げる場合、フック先端部を30mm以上差し込んで吊り上げるだけで、

自動的に開口部に閉鎖ロックが掛かりますので、安全かつ楽に作業が出来ます。

主要部品は、特殊合金鋼の型鍛造品で最適な熱処理が施されていますので、強靱で

耐久性は抜群です。

1.

2.

3.

　土木・建設業界等で使用される敷鉄板の敷設や、撤去時の吊り作業に最適なフックです。

またワイヤロープやスリングベルトを使用しての吊り作業や直吊り作業にも幅広く使用出来

ます。

スイベル付タイプ標準タイプ

品　番タイプ 最大容量（ton） 質量（kg）開口寸法（mm）
80
105
105
105
105

SLH 1N
SLH 2N
SLH 3N
SLH 2S
SLH 3S

1
2
3
2
3
 

2.5
3.2
3.4
4.2
4.5

標　　　準

スイベル付
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■部品名称

※9

※10
※11
※12

番号 部品名称 部品記号 セット個数

SLHH

1

1
1
1

1
1

1

1

1
1
1

1

注：ー1）部品注文の際には、部品記号の後に最大容量と
　   　 NまたはSの記号を併記して下さい。
　   　（例：SLH2N用シャックルは、SLHH2Nとする。）
　　　（例：SLH3S用レバーは、SLHL3Sとする。）
　    ２）※印の部品はスイベル付タイプのみに適用です。

　　

(フック)

SLH-N・SLH-S

キャッスルナット
キャッスルナット
座　　金
スプリングピン(スイベル用)

SLHB

SLHC

SLHS

SLHA
SLHN

スイベル付タイプ

スイベル

シャックル
支持ボルト･ナット(シャックル用)
支持ボルト(シャックル用)
ナット(シャックル用)
スプリングピン(支持ボルト用)

ば　　ね

1

3
4
5

レバー
支持ボルト(レバー用)
支持ボルト(レバー用)
Uナット(レバー用)

6
7
8

2 SLHL

※

(フック)

標準タイプ
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■取り扱いについて（標準タイプ・スイベル付タイプ共通）

1. 操作方法
レバーを押し下げるとシャックルが自由状態となります。（図1）
レバーを押し下げた状態でシャックルを本体に当たるまで回転させ、開放状態にして下さい。
この時本体とシャックルに指等を詰めないようご注意下さい。（図2）
レバーを放すとシャックルは開放状態で固定されます。この状態でフックを吊り荷に取り付け
て下さい。
シャックルは閉める方向に力を加えますと回転し閉鎖ロックが掛かります。
敷鉄板の場合は③の状態でフック先端を敷鉄板の穴に30mm以上差し込んで吊り上げま
すと自動的にシャックルが閉じて閉鎖ロックが掛かります。
吊り荷よりフックを取り外す場合は、①～③の操作を行い取り外して下さい。

①
②

③

④
⑤

⑥
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2.吊り上げ作業方法
①敷鉄板吊りに使用のとき
（1）敷鉄板の吊り穴が吊り上げ可能な形状寸法になっているかを確認して下さい。（図3）

（2）シャックルを開放状態にして、敷鉄板の吊り穴からフック先端を30mm以上差し込んで下
　 さい。（図6）

（3）衝撃を与えないように垂直に吊り上げて下さい。（図8）

吊り穴位置が敷鉄板の端面より60mmを超える位置にある場合、敷鉄板が動揺した場
合、シャックル部に当たり各部が破損する恐れがありますので使用出来ません。（図4）
敷鉄板の吊り穴の径が60mm未満の場合、フック部が十分に差し込めないためフック
先端に偏荷重が掛かり破損する恐れがありますので使用出来ません。（図5）

●

●

●

●

敷鉄板の外側よりフックを差し込みますと、シャックル先端が敷鉄板に当たり閉鎖ロック
が掛からない恐れがありますので、必ず吊り穴側からフックを差し込んで下さい。（図7）

吊り上げていきますと（図9）のように敷鉄板が回転し、自動的に閉鎖ロックが掛かりま
す。万一敷鉄板がスムーズに回転しない場合や閉鎖ロックが掛からない場合は、作業
を中止し一旦降ろしてから再度吊り上げて下さい。

φ60mm以上
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吊り上げ時、敷鉄板が地切りする前に必ず閉鎖ロックが掛かっている事を確認して下
さい。
吊り上げ時は敷鉄板が思わぬ方向に移動する場合がありますので、危険範囲には立
ち入らないで下さい。
敷設された敷鉄板を吊り上げる場合は、地面に埋まっている場合や密着している場合
がありますので、オーバーロードにならないよう注意して下さい。

●

●

●

吊り上げた後の移動は、敷鉄板を動揺させたり衝撃を与えたりしないでゆっくりと行って
下さい。また強風や作業者が危険範囲内に立ち入っていないかなど安全確保を行って
下さい。
敷鉄板を着地させる時は吊り上げ時と同じ方向に降ろして下さい。（図10）

フックが敷鉄板と一緒に傾いた状態になった場合は、再度吊り上げてから降ろして下
さい。フックが傾いた状態で使用すると偏荷重が掛かり破損する恐れがあります。（図11）
吊り上げ時と逆の方向に降ろさないで下さい。逆の方向に降ろしますと、敷鉄板がフッ
ク先端やシャックル先端に当たり破損する恐れがあります。（図12）

（4）

（5）

●

●

閉鎖ロック
が掛かって
いるか確認
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（6）敷鉄板を着地させた後、レバーを押し
　 下げてシャックルを開放状態にして下
　 さい。フック上部を矢印方向に押し付けて
　 フックを回転させて抜き取って下さい。
　 外れない場合はバール等でこじ開けて
　 抜き取って下さい。（図13）

（7）敷鉄板を重ねて置く時は（図14）のように吊り穴が重なり
　 合わないように、35mm以上の間隔をあけて
　 積んで下さい。

（1）ロープを掛ける場合はフックの中心に掛けて下さい。

（2）2点吊りをする場合の吊り角度は30度以内として下さい。（図16）

②ワイヤロープやスリングベルトに使用のとき

先端より50mm以内にロープを掛けないで下さい。
ロープが先端方向に滑って抜け落ちる
恐れがあります。（図15）

●

2点吊り以上の場合はマスターリングを使用されるのが安全です。（図17）
吊り荷の重心を割り出して偏荷重にならないようにして下さい。偏荷重の状態で吊り
上げるとロープがフック先端側に滑って開口部より抜け落ちる恐れがあります。（図18）

●

●
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③アイピース吊りに使用のとき

アイピースの吊り穴は下図の形状・
寸法以外では使用しないで下さい。
（図21）

①分解方法（標準タイプは（1）～（2）、スイベル付タイプは（1）～（3）となります）

②組立方法

ナット(シャックル用)を固定しているスプリングピンを、ピンポンチ等で抜き取ってから、ナ
ット(シャックル用)を取り外し、支持ボルト(シャックル用)およびシャックルを取り出して下
さい。
支持ボルト(レバー用)を固定しているUナットを取り外し、支持ボルト(レバー用)・レバ
ー・ばねを取り出して下さい。
キャッスルナットを固定しているスプリングピンをピンポンチ等で抜き取ってから、キャッス
ルナットを取り外し、座金およびスイベルを取り出して下さい。

分解の逆の順序で作業を行って下さい。

（1）

（2）

（3）

3.部品の分解・組立方法

（3）フック開口部に直接、荷重が掛からないようにして下さい。
この部分に荷重が掛かりますとシャックルが押し開けられて
ロープが抜け落ちる恐れがあります。（図19）

（4）ロープは二つ折りにして掛けないで下さい。
必ずアイ加工部（端部）をフックに掛けて下さい。（図20）

（図19）

（図20）

（図21）
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（図24）

（図23）

（図22）

（図22） （図23）

（図24）
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キ
ャ
ッ
ス
ル
ナ
ッ
ト

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
）

座
金

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
）

●ナット・スプリングピンの取り
　付け状態はよいか。
（目視）

●破損、緩み、外れている時。

●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●目視などで確認された時。

●右記数値を
　超える時。

ス
イ
ベ
ル

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
）

●各部に摩耗や変形がないか。
　（測定具） 18

m
m
以
下

C

C

●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●目視などで確認された時。
φA

φB

最大容量

最大容量

●ボルト穴の摩耗や
　変形がないか。
 （測定具）

●各部に変形がないか。
 （測定具）

●変形･摩耗がないか。
 （測定具）

●摩耗部分の厚みが2.7mm以下になった時。

●吊部の摩耗や変形がないか。
 （目視）

●下記数値以上になった時。

●角状の摩耗・変形が発生した時。

本
　
　
体



●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●目視などで確認された時。

φA

最大容量

シ
ャ
ッ
ク
ル（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
）

●穴の摩耗や変形がないか。
　（測定具）

●湾曲や変形がないか。
　（測定具）

●穴径が円周上の1ヶ所
　でも下記表中の寸法
　以上になった時。

●右記数値以上になった時。

●右記数値以上になった時。

最大容量

●目視などで確認された時。

支
持
ボ
ル
ト・ナ
ッ
ト
類

●ボルト軸部の摩耗がないか。
（測定具）

●きず・割れがないか。

●湾曲や変形がないか。
（目視またはカラーチェック）

（目視または測定具）
●ナット・スプリングピンの取り
　付け状態はよいか。
（目視）

●破損、緩み、外れている時。

●軸部直径が円周上の1ヶ所でも下記表中の寸法以下に
   なった時。

●0.5mm以上の湾曲や
   変形がある時。
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●きず・割れがないか。
　（目視またはカラーチェック）

●目視などで確認された時。
φA

φB

最大容量

●穴の摩耗や変形がないか。
（測定具）

●湾曲や変形がないか。
（測定具）

シ
ャ
ッ
ク
ル（
標
準
タ
イ
プ
）



●穴径が8.5mm以上に
　なった時。
●ばねの反発力に異常がないにも関わ
　らず、閉鎖ロックがかからない時。

φ

レ
バ
ー

●穴の摩耗や変形がないか。

●閉鎖ロックがかかるか。
　（測定具）
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●レバーを押した時、適当な
　反発力があるか。
●閉鎖ロックがかかるか。 ●閉鎖ロックが確実にかからない時。

●変形その他により正常な反発力がなく、レバーの動き
　が悪い時。



スーパーロックフック（SLH-N/S）定期自主点検記録

ス
イ
ベ
ル

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
の
み
）

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
の
み
）

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
の
み
）

（
標
準
タ
イ
プ
）

（
ス
イ
ベ
ル
付
タ
イ
プ
）

座
金

その場合、フックの使用は
出来ません。（×の項目を修理してから再度点検を行い
総合判定で○となった後、使用を再開して下さい）
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福 岡
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〒337-0004
〒733-0012
〒812-0016
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TEL.052-323-0701（代）
TEL.011-864-3581
TEL.022-294-1922
TEL.048-682-5000
TEL.082-293-5570
TEL.092-431-1897

FAX.072-236-5785
FAX.072-236-3817
FAX.03-5750-2347
　
FAX.052-323-0720
FAX.011-864-3590
FAX.022-285-1513
FAX.048-682-5059
FAX.082-293-5531
FAX.092-431-1909

大阪府堺市中区見野山158番地
大阪府堺市中区見野山158番地
東京都品川区戸越3丁目4-18
ゴールドステージビル4F
名古屋市中区伊勢山1丁目2-4
札幌市白石区平和通3丁目北4-20
仙台市若林区沖野2丁目8 - 5
さいたま市見沼区卸町2丁目6-9
広島市西区中広町2 - 1 4 - 2 7
福岡市博多区博多駅南3-10-23
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